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平成２２年（フ）第３５７６号
大阪市平野区背戸口２丁目２番13号
破産者 米田喜代子
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第３７８４号
大阪市平野区加美北１丁目10番19`105号
破産者 金 吉滿
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第２２７号
神戸市灘区中郷町４丁目１番23`401号
破産者 杉本 博次
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

神戸地方裁判所第３民事部
平成２２年（フ）第８０９号
神戸市東灘区御影１丁目13番20`401号、従
前の住所神戸市東灘区御影石町４丁目18番18

号
破産者 ’川 各一
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

神戸地方裁判所第３民事部
平成２２年（フ）第４０８号
奈良市学園南３丁目13番16号 メゾン学園前
105号
破産者 二木 英雄

１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

奈良地方裁判所

平成２１年（フ）第１０３６号
広島市安佐南区東原１丁目３番１`702号
破産者 小松 園江
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

広島地方裁判所民事第４部
平成２２年（フ）第７７０号
広島市安佐南区東野３丁目15番32号の１、住
民票上の住所広島県東広島市黒瀬切田が丘３
丁目４番16号
破産者 赤脊戸兼二
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

広島地方裁判所民事第４部
平成２２年（フ）第１６８１号
札幌市豊平区平岸２条15丁目５番20`902号
破産者 小蕎 靖史
１ 決定年月日 平成22年10月７日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

札幌地方裁判所民事第４部
平成２１年（フ）第９１号
北海道帯広市西24条南２丁目12番地123

破産者 金山 義明
１ 決定年月日 平成22年10月７日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

釧路地方裁判所帯広支部破産係
平成２１年（フ）第９２号
北海道帯広市西24条南２丁目12番地123

破産者 金山 政子
１ 決定年月日 平成22年10月７日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

釧路地方裁判所帯広支部破産係

平成２２年（フ）第３１９号
秋田市河辺戸島字本町83番地４
破産者 岡部 敏行
１ 決定年月日 平成22年10月７日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

秋田地方裁判所民事第２部
平成２２年（フ）第６２号
福島県会津若松市御旗町５番37号、住民票上
の住所福島県会津若松市御旗町５番37号
破産者 西村 忠哲
１ 決定年月日 平成22年10月７日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

福島地方裁判所会津若松支部破産係
平成２１年（フ）第２９３３号
神奈川県大和市鶴間２丁目14番24号
破産者 澤口美枝子（旧姓大島）
１ 決定年月日 平成22年10月７日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所第３民事部
平成２１年（フ）第４５５号
川崎市幸区南加瀬３丁目13番41号
破産者 鈴木 俊一
１ 決定年月日 平成22年10月７日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所川崎支部破産係
平成２２年（フ）第２３２号
長崎県西彼杵郡長与町吉無田郷35番地６、開
始決定時の住所神奈川県伊勢原市池端269番
地の１ グレイスメゾン城所402号
破産者 泉田 俊介
１ 決定年月日 平成22年10月７日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所小田原支部民事部

平成２２年（フ）第７３号
兵庫県加西市北条町横尾590番地 市営住宅
横尾団地６号
破産者 ˆ松 諄子
１ 決定年月日 平成22年10月７日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

神戸地方裁判所社支部
平成２２年（フ）第３６８号
和歌山市大谷246番地の23

破産者 中華料理生龍こと 森井 康男
１ 決定年月日 平成22年10月７日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

和歌山地方裁判所民事部破産再生係
平成２２年（フ）第３９８号
和歌山市中之島525番地
破産者 まあみこと 楠井 美穗
１ 決定年月日 平成22年10月７日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

和歌山地方裁判所民事部破産再生係
平成２２年（フ）第４２７号
和歌山県海南市重根831番地
破産者 岡本 徹郎
１ 決定年月日 平成22年10月７日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

和歌山地方裁判所民事部破産再生係
平成２２年（フ）第４４号
島根県鹿足郡津和野町瀧元439番地
破産者 豊田 将樹
１ 決定年月日 平成22年10月７日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。
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